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は
じ
め
に 

日
本
中
国
友
好
協
会
（
日
中
本

部
）
よ
り
、
５
月
１５
日
付
で
「
中
国

『
残
留
孤
児
』
の
配
偶
者
の
生
活
支

援
を
求
め
る
請
願
署
名
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
と
題
す
る
通
達
が
と
ど

き
ま
し
た
。 

こ
の
署
名
は
、
２
０
０
７
年
に
議

員
立
法
で
成
立
し
た｢

中
国
残
留
邦

人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
と
帰

国
後
の
自
立
支
援
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律｣

(

新
支

50
筆
、
ま
た
日
本
語
教
室
の
講
師

な
ど
か
ら
も
署
名
が
集
ま
り
、
現

在
２
０
０
筆
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

日
中
岡
山
は
５
月
23
日
の
理
事

会
で
、
各
理
事
は
最
低
10
筆
以
上

集
め
る
こ
と
、
三
役
を
中
心
に
各

団
体
を
回
り
署
名
を
要
請
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
、
７
月
７
日
の
盧
溝
橋

事
件
75
周
年
街
頭
宣
伝
に
合
わ
せ

て
署
名
活
動
を
行
う
な
ど
、
目
標

達
成
に
向
け
て
奮
闘
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
５
月
28
日
に
は
、
竹

内
理
事
長
と
小
林
事
務
局
長
で
、

市
職
労
、
自
治
労
連
、
県
労
会
議
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
法
律
事
務
所
な
ど
を
回

り
ま
し
た
。 

会
を
開
催
し
、
今
春
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
映

さ
れ
た
「
開
拓
者
た
ち
」
が
伝
え
た

「
歴
史
の
事
実
」
と
開
拓
団
関
係
者

の
生
々
し
い
実
情
を
聞
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
。 

こ
の
こ
と
は
、
日
中
不
再
戦
（
日

中
友
好
）
を
か
か
げ
る
日
中
岡
山

支
部
の
使
命
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

日
中
本
部
か
ら
の
要
請
数
は
岡

山
支
部
は
２
０
９
０
人
・
倉
敷
支
部

は
８
８
０
人
で
す
。
こ
れ
を
受
け
て

岡
山
県
で
の
目
標
を
３
０
０
０
人
と

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

わ
せ
て
集
約
し
ま
す
。
（
署
名
活
動

の
山
場
に
し
た
い
） 

最
終
集
約
は
、
そ
の
後
の
政
治

情
勢
な
ど
を
見
な
が
ら
12
月
末
と

し
ま
す
。 

署
名
活
動
を
日
中 

不
再
戦
の
一
環
と
し
て
！ 

今
後
は
「
配
偶
者
の
話
を
聞
く

会
」
な
ど
中
国
帰
国
者
と
の
交
流

援
法)

を
さ
ら
に
一
部
を
改
正
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、｢
孤
児｣

本
人
が
亡
く
な
っ
た
場

合
に
「
支
援
対
象
と
な
ら
な
い
配
偶

者
問
題
」
（
『
孤
児
』
本
人
に
対
す
る

国
民
年
金
の
満
額
支
給
が
な
く
な

配
偶
者
支
援
の
請
願
署
名
を
早
急
に
取
り
組
も
う
！ 

─
県
内
で
三
〇
〇
〇
人
以
上
を
目
標
に─

 

県
下
で
は
５
月

13
日
の
「
尊
厳
を

回
復
す
る
会
」
の

総
会
で
の
話
し
合

い
を
も
と
に
署
名

用
紙
１
０
０
０
枚

を
印
刷
し
、
弁
護 

団
（
１
５
０
枚
）
、

元
原
告
団
（
２
０

０
枚
）
、
日
中
新

聞
お
か
や
ま
に
同

封
（
３
０
０
枚
）
な

ど
取
り
組
み
を

る
。
）
を
解
決
す
る
た
め
に
「国
会
で

の
法
律
の
改
正
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
こ
の
署
名
活
動
を

通
し
て
、
国
民
世
論
を
喚
起
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

全
国
で
十
万
以
上
、
県
内
で
３
０
０
０
人
以
上
！ 

署
名
の
主
体
は
、
日
中
本
部
も

加
入
し
て
い
る
「
中
国
『
残
留
孤
児
』

の
人
間
性
の
回
復
を
求
め
る
市
民

連
絡
会
」で
、
目
標
を
十
万
人
以
上

と
し
て
い
ま
す
。 「中

国
帰
国
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る 

岡
山
の
会
」取
り
組
み
進
む
。 

始
め
ま
し
た
。 

則
武
弁
護
士
（
「
会
」
の
事
務
局

長
）
は
５
月
15
日
、
障
害
者
自
立
支

援
法
を
廃
止
し
、
国
に
「
基
本
合

意
」
の
完
全
実
施
を
求
め
る
集
会

で
、
連
帯
の
あ
い
さ
つ
と
と
も
に
「配

偶
者
支
援
」の
署
名
を
訴
え
、
約
50

筆
を
集
め
ま
し
た
。 

井
上
さ
ん
・
原
さ
ん
（
日
中
岡
山

の
監
査
）
は
、
町
内
を
回
り
約
60

筆
、
小
林
（
日
中
岡
山
の
事
務
局

長
）
さ
ん
は
、
常
時
署
名
用
紙
を
も

ち
歩
き
各
種
会
合
で
お
願
い
し
、
約

秋
の
国
交
回
復 

40
周
年
を
山
場
に
！ 

「
尊
厳
を
回
復
す
る
会
」
は
、
署

名
の
集
約
に
つ
い
て
、
日
中
本
部
の

情
報
な
ど
を
も
と
に
、
次
の
よ
う
に

決
め
ま
し
た
。 

第
一
次
集
約
（７
月
上
旬
） 

７
月
上
旬
に
予
定
さ
れ
て
い
る
、
厚

生
労
働
大
臣
と
元
原
告
団
、
弁
護

団
と
の
面
談
に
合
わ
せ
て
集
約
す

る
。 第

二
次
集
約
（
秋
の
国
交
回
復

40
周
年
） 

９
月
29
日
の
日
中
国
交
回
復
40

周
年
に
合
わ
せ
て
、
中
国
の
温
家
宝

首
相
の
来
日
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

日
中
友
好
の
気
運
の
高
ま
り
に
合

辛
亥
革
命
記
念
館
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た 

大
本
よ
し
子
（ 

大
本
よ
し
子
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
か
ら
） 

日
中
友
好
を
よ
り
進
め
る
た
め

に
は
、
中
国
の
歴
史
・
文
化
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

そ
の
立
場
で
、
昨
年
の
辛
亥
革
命

１
０
０
年
記
念
・
今
年
の
日
中
国
交

回
復
４０
年
に
あ
た
り
、
日
中
友
好

倉
敷
支
部
で
は
、
神
戸
の
孫
文
記

念
館
や
孫
文
と
親
交
の
あ
っ
た
岡

山
の
犬
養
木
堂
記
念
館
を
見
学
す

る
な
ど
、
学
習
を
し
て
き
ま
し
た
。  

こ
の
た
び
は
、
昨
年
１０
月
、
オ
ー

プ
ン
し
た
「
広
州
辛
亥
革
命
記
念

館
」
を
訪
れ
、
辛
亥
革
命
を
支
援
し

た
日
本
人
と
１
０
０
年
前
の
中
国
と

日
本
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。
（
５

月
１３
日
） 

 

関
係
者
に
よ
る
と
、
こ
の
施
設
の

あ
る
長
州
島
は
面
積
約
１
３
２
・
０

０
０
㎡
で
、
辛
亥
革
命
や
孫
文
の
革

命
遺
跡
の
出
来
る
だ
け
近
く
に
と

い
う
意
図
を
持
っ
て
建
設
さ
れ
、
西

側
に
約
７
０
・
０
０
０
㎡
の
中
山
公

園
、
周
囲
に
は
軍
官
学
校
、
列
士

墓
、
長
州
砲
台
、
金
花
古
廟
、
な
ど

中
国
近
代
革
命
の
遺
跡
２６
箇
所
あ

り
、
観
光
事
業
や
都
市
建
設
、
経

済
建
設
と
も
深
く
関
連
さ
れ
て
い

ま
す
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
多
い
観
光

ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

中国語で書かれた倉敷市の観
光パンフレットを記念館館長に
手渡す大本よし子さん 
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「配偶者支援」の署名を訴える則武弁護士 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

６
月
１１
（月
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

先
の
倉
敷
・
岡
山
日
中
友
好
協

会
の
「
広
州
辛
亥
革
命
記
念
館
」
訪

問
に
あ
た
り
、
私
た
ち
が
お
土
産
と

し
て
持
参
し
ま
し
た
資
料
に
対
す

る
感
謝
の
メ
ー
ル
が
、
広
州
市
人
民

政
府
外
事
弁
公
室
よ
り
届
き
ま
し

た
。
（南
京
中
北
友
好
国
際
旅
行
社

曹
陽
氏
経
由
） 

私
た
ち
が
、
お
土
産
と
し
て
持
参

し
た
の
は
、
岩
波
文
庫
の
「
三
民
主

義
」
同
じ
く
岩
波
文
庫
の
「
孫
文
革

命
文
集
」の
３
冊
の
本
で
す
。 

〈三
民
主
議
〉 

お
礼
の
メ
ー
ル
に
は
「
ご
贈
与
の

貴
重
な
資
料
は
す
で
に
関
係
部
面

に
転
送
し
、
中
国
語
へ
の
翻
訳
も
着

手
さ
れ
ま
し
た
。
」
と
し
「
こ
れ
か
ら

お
互
い
に
交
流
が
つ
づ
け
ら
れ
、
ご

都
合
の
良
い
と
き
に
再
度
ご
来
訪

を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
我
々
も
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
倉
敷
市
と
岡
山
市
へ

お
訪
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
」

と
あ
り
ま
す
。
（
写
真
は
訪
問
団
を

代
表
し
て
挨
拶
を
す
る
栗
本
泰
治

日
中
友
好
倉
敷
支
部
理
事
長
） 

本
は
環
境
が
良
い
。
中
国
に
は
部
活

が
な
い
。
塾
も
な
い
。
等
々
い
ろ
い
ろ

興
味
深
い
話
が
聞
け
て
大
き
な
収

穫
に
な
っ
た
。 

９０
年
以
後
産
ま
れ
た
中
国
人
を

９０
后
（ジ
ウ
リ
ン
ホ
ウ
）と
言
う
が

、
彼
ら
の
中
に
は
日
本
に
対
し
て
好

意
的
な
哈
日
族
（ハ
ー
リ
ー
ズ
）も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
本
当
に

心
か
ら
仲
良
く
な
れ
る
日
が
来
る

の
も
そ
ん
な
に
先
の
こ
と
で
は
な
い

よ
う
な
気
が
す
る
。 

 
以
前
か
ら
知
っ
て
い
た
が
、
犬
養
木

堂
と
交
流
が
あ
っ
た
孫
文
に
つ
い
て

も
知
り
た
い
と
思
い
、
こ
れ
を
機
に

映
画
も
見
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。 

 

倉
敷
市
国
際
課
か
ら
は
鎮
江
市

と
の
国
際
交
流
の
報
告
が
あ
っ
た
。

両
国
の
小
学
校
間
の
交
流
も
活
発

で
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
の
交
流
促
進
は

両
国
の
偏
見
を
払
拭
す
る
最
良
の

手
段
で
あ
る
と
感
じ
た
。
日
中
友

好
協
会
も
行
政
を
牽
引
す
る
ぐ
ら

い
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
執
っ
て
行
く
べ

き
だ
と
思
っ
た
。 

 

最
後
に
留
学
生
の
意
見
か
ら
。
日

本
人
は
中
国
人
に
比
べ
て
よ
そ
よ
そ

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
中
国
人
の
方

が
オ
ー
プ
ン
で
自
信
家
が
多
い
。
日

的
で
あ
る
が
、
水
餃
子
も
な
か
な
か

美
味
で
あ
っ
た
。
ど
う
い
う
訳
か
参

加
者
の
日
本
人
か
ら
「中
国
の
ど
ち

ら
か
ら
来
ら
れ
た
の
？
」
と
尋
ね
ら

れ
た
り
、
留
学
生
と
勘
違
い
さ
れ

感
想
を
求
め
ら
れ
た
り
し
て
可
笑

し
か
っ
た
。 

 
午
後
の
学
習
会
で
は
日
中
の
理
事

か
ら
孫
文
と
犬
養
木
堂
に
つ
い
て
の

言
及
が
あ
っ
た
。
昨
年
は
辛
亥
革
命

か
ら
丁
度
百
周
年
と
い
う
こ
と
で
ジ

ャ
ッ
キ
ー
チ
ェ
ン
主
演
の
「１
９
１
１ 

辛
亥
革
命
」と
い
う
映
画
が
公
開

さ
れ
た
。
岡
山
は
犬
養
木
堂
を
始

め
日
中
友
好
の
礎
を
築
い
た
内
山

完
造
や
岡
崎
嘉
平
太
な
ど
多
く
の

諸
先
生
方
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
は

 

５
月
２０
日
（日
）
、
倉
敷
健
康
プ

ラ
ザ
に
て
中
国
人
留
学
生
６
名
を

迎
え
、
語
ら
い
な
が
ら
餃
子
を
作
っ

た
。
日
本
で
は
焼
き
餃
子
が
一
般

な
お
こ
の
「広
州
辛
亥
革
命
記
念

館
」
を
日
本
か
ら
訪
れ
た
の
は
、
我

が
倉
敷
・
岡
山
日
中
友
好
協
会
が

２
番
目
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
私
が

持
参
し
ま
し
た
中
国
語
版
の
倉
敷

市
の
観
光
パ
ン
フ
も
大
変
喜
ば
れ
ま

し
た
。
メ
ー
ル
の
最
後
に
は
「
今
後

双
方
の
努
力
で
日
中
両
国
間
の
友

誼
を
よ
り
一
層
深
め
よ
う
と
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
」
と
あ
り
ま
し

た
。  日

中
国
交
回
復

４０
周
年
に
ふ

さ
わ
し
意
義
あ
る
友
好
の
旅
で
し

た
。 辛

亥
革
命
記
念
館
訪
問 

〈日
中
友
好
倉
敷
・岡
山
支
部
〉 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？  

竹内和夫 

 

〈 討論 ２ 〉 

A.： この前の活用表で、ウで終る５段動詞も不規則みた

いだけど？？ 

B.： たとえば？ 

A.：「買う」、「しまう」、「従う」、 

「歌う」、「行なう」、「言う」、など、 

たくさんあるけど、否定の形が「買わない」、「歌わな

い」・・・・・のように「ワ」が出てくるのがおかしい。 

《なるほど！》 

C.：これらは完全に規則動詞で、完了形は全部「言っ

た」のようになるのに、なぜ「ワ」が出てくるのかな？ 

B.：５段で、ウのほかの音で終るのは？ 

A.：そりゃあ、たくさんあるさ。「書く」、「読む」、「貸す」、

「立つ」、「飛ぶ」、「取る」・・・・・ 

B.：これらは、まえに発見したように、完了形で「書いた、

読んだ、立った」のように見事なルールにあてはまる

が、「ワ」は出てこないな。問題は否定形かな？ 

C.：むかし、お母さんが「思ひます」、「思はない」とか「思

ふとほりに」とか変なカナを書いて、「なぜ？」って聞

いたけど、わかんなかったんだ。関係ない？ 

《おおありだよ》 

C.：ほんと？ぼくの疑問あがとけるかもね。 

A.：そういえば、『国語辞典』の見出しに、「思う」の下に

オモフと小さい字で書いてあるのがあったけど、旧仮

名遣い（歴史的仮名遣い）というそうだ。 

《君の辞典ではどう？》 

B.：すると、むかしは、「買ふ、しまふ、もらふ、従ふ、歌

ふ、行なふ、言ふ・・・・・」といっていたんですか？ 

《平安時代にね。京都で》 

つづく 

⑰ 

日
本
と
中
国
の
国
際
交
流
～
餃
子
を
囲
み
な
が
ら
～ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

谷
川
浩
文 

孫文と犬養木堂について話す栗本理事 

留学生と餃子作り 

広
州
市
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
よ
り
メ
ー
ル 

大
本
よ
し
子
さ
ん
の
ブ
ロ
グ
よ
り 

広州市中山（孫文）記念堂にて 


